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過
疎
地
域
と
都
市
移
住
者
の
関
係

奈
良
県
十
津
川
村
の
調
査
よ
り

｀
 

i

こ
の
小
論
で
は
、
都
市
化
現
象
の
な
か
で
の
都
市
ー
農
村
（
村
落
）
関

~
係
に
つ
い
て
の
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
奈
良
県
十
津
川
村
に
お
け
る
過
疎
集

i

落
の
調
査
を
事
例
に
し
て
、
①
過
疎
山
村
に
住
む
高
齢
者
家
族
と
都
市
に

-
移
住
し
た
他
出
家
族
員
の
取
り
結
ぶ
関
係
と
、
②
こ
れ
ら
の
都
市
移
住
者

~
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
同
郷
団
体
と
出
身
地
域

1
1
農
山
村
と
の
関
係
の
、
多

i

面
的
な
位
相
・
モ
メ
ン
ト
を
明
ら
か
に
す
る
。
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
悩

i

む
十
津
川
村
の
集
落
で
は
、
村
に
残
っ
た
老
親
の
も
と
に
、
都
会
に
移
住

i

し
た
他
出
家
族
員
が
足
し
げ
く
訪
れ
、
日
常
生
活
の
援
助
を
お
こ
な
っ
て

は
じ
め
に

こ
の
小
論
の
目
的
は
、
全
般
的
な
都
市
化
現
象
の
な
か
で
の
都
市

ー
農
村
（
村
落
）
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
「
他
出
家

族
員
」
と
「
同
郷
団
体
」
に
注
目
す
る
中
で
、
そ
の
都
市
ー
農
村
関

係
の
多
面
的
な
位
相
・
モ
メ
ン
ト
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
著
者
が
十
数
年
前
に
お
こ
な
っ
た
広
島
県
作
木
村
・
布
野

鯵

坂

学

同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
授

•••• 

お
り
、
ま
た
老
親
も
こ
れ
ら
の
都
市
に
住
む
他
出
家
族
員
の
と
こ
ろ
を
訪
~

問
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
都
市
に
移
住
し
た
出
身
者
は
、
お
互
い
の
親
睦
．

i

援
助
を
目
的
と
し
て
、
東
京
；
大
阪
・
名
古
屋
や
奈
良
県
内
の
幾
つ
か
の

i

都
市
に
郷
友
会
11

同
郷
団
体
を
形
成
し
て
い
る
。
村
行
政
は
こ
れ
ら
の
同

i

郷
団
体
に
「
村
お
こ
し
」
の
応
援
者
と
し
て
の
期
待
を
こ
め
て
、
働
き
か

i

け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
に
よ
り
、
都
市
と
農
村
の
対
立
と
い
う
位
相
~

に
対
し
て
、
相
互
浸
透
•
交
流
と
い
っ
た
位
相
が
析
出
さ
れ
る
。
一

村
の
調
査
を
ふ
ま
え
、
近
年
に
お
こ
な
っ
た
奈
良
県
十
津
川
村
に
お

け
る
過
疎
集
落
に
対
す
る
調
査
を
も
と
に
し
て
、
①
過
疎
山
村
に
住

む
高
齢
者
家
族
と
都
市
に
移
住
し
た
他
出
家
族
員
の
取
り
結
ぶ
関
係

と
、
②
こ
れ
ら
の
都
市
移
住
者
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
同
郷
団
体
と
出

身
地
域
1
1

農
山
村
と
の
関
係
の
諸
相
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
す
る
。
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社
会
移
動
と
都
市
ー
農
村
関
係

十
八
世
紀
か
ら
始
ま
る
資
本
主
義
の
急
速
な
展
開
は
、
鉱
工
業
や

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
発
展
を
促
し
、
そ
れ
ら
を
吸
引
力
と
し
て
、

世
界
史
的
な
都
市
化
が
進
行
し
て
き
た
。
社
会
学
、
社
会
科
学
に
お

い
て
都
市
と
農
村
、
あ
る
い
は
都
市
ー
農
村
関
係
は
、
従
来
、

K
•
マ
ル
ク
ス
、
M
・
ウ
エ
ー
バ
ー
、
F
•

テ
ン
ニ
ー
ス
、

G
•
ジ
ン
メ

ル
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
世
界
史
的
な
視
角
の
な
か
で
異
質
で
対
立

す
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。

シ
カ
ゴ
学
派
の
代
表
者
の

L
•

ワ
ー
ス
は
都
市
社
会
の
現
象
形

態
•
特
性
と
し
て
「
生
活
様
式
と
し
て
の
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
」

U
r
,
 

b
a
n
i
s
m
 (L. W
i
r
t
h
,
 

1
9
2
8
 11

一
九
七
四
）
を
展
開
し
、
そ
の
構
造

関
係
的
な
側
面
と
し
て
都
市
に
お
け
る
第
二
次
的
社
会
関
係
の
優
位

や
、
個
人
の
潜
在
的
分
化
、
親
族
の
紐
帯
の
弱
化
や
家
族
の
社
会
的

意
義
の
減
少
、
近
隣
の
喪
失
、
皮
相
的
で
一
時
的
な
人
間
関
係
、
匿

名
性
、
社
会
関
係
の
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
化
、
功
利
性
、
無
関
心
、
利

害
集
団
・
諸
集
団
へ
の
分
属
、
社
会
的
連
帯
の
伝
統
的
基
盤
の
崩
壊
、

間
接
的
伝
達
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
都
市
経
済
学

者
L
•
H
•

ク
ラ
ッ
セ
ン
は
都
市
化
の
三
段
階
説
を
提
唱
し
、
海
外
や

農
村
部
か
ら
都
市
に
移
住
し
て
き
た
人
々
に
よ
る
都
市
に
お
け
る
居

住
形
態
、
空
間
形
成
の
動
向
に
注
目
し
て
い
る

(
L
•
H
•
K
l
a
a
s
s
e
n
,
 

1
9
7
9
)
。
ワ
ー
ス
も
ク
ラ
ッ
セ
ン
も
都
市
化
の
地
域
社
会
へ
の
影
響

に
つ
い
て
の
研
究
に
傾
注
し
、
都
市
に
移
住
し
た
人
々
が
持
つ
、
出

身
地
や
農
村
と
の
関
係
は
研
究
の
焦
点
の
外
に
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、

H
.
J
・
ガ
ン
ス
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
イ
タ
リ
ア

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
研
究
か
ら
、
都
市
移
住
者
の
出
身
地
、
農
村
な

ど
と
の
関
係
や
紐
帯
の
持
つ
意
味
を
析
出
し
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
都
市

論
に
大
き
な
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る

(H.]
.G
a
n
s
,
1
9
6
2
、
1
9
8
2

II
二
0
0六
）
。
ま
た
、

T
．
ハ
レ
ー
プ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー

ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
農
村
地
方
か
ら
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
に
移
住
し
て

き
た
紡
績
業
労
働
者
が
、
地
域
移
動
や
階
層
移
動
に
と
も
な
う
困
難

の
解
決
と
都
市
生
活
へ
の
適
応
を
、
同
郷
者
と
の
間
の
さ
ま
ざ
ま
な

(
l
)
 

ソ
ー
シ
ャ
ル
な
諸
関
係
、
助
け
合
い
、
交
流
に
よ
っ
て
生
き
抜
い
て

い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

(
T
.H
a
r
e
v
e
n
,
1
9
8
2
 1
1

一
九
九

0
)
。二

0
世
紀
の
後
半
に
な
っ
て
、
国
際
的
な
商
品
・
資
本
・
情
報
の

流
通
、
労
働
力
の
移
動
が
強
ま
る
事
に
よ
っ
て
、
世
界
都
市
を
頂
点

と
し
た
都
市
ー
農
村
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ッ
シ
ュ
な
編
成
が
促
進
さ
れ
、

世
界
的
な
農
村
地
域
（
途
上
社
会
）
か
ら
都
市
地
域
へ
の
人
口
移
動

が
一
層
増
大
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
の
世
界
都
市
の
形
成

と
途
上
国
社
会
か
ら
の
移
民
労
働
者
の
国
際
移
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

分
析
し
た

S
・
サ
ッ
セ
ン
は
、
送
り
出
し
国
に
お
け
る
移
民
の
流
出

を
促
進
す
る
諸
条
件
と
、
そ
の
よ
う
な
移
民
を
可
能
に
す
る
よ
う
な

受
け
入
れ
国
と
の
客
観
的
・
主
体
的
紐
帯
の
形
成
に
は
深
い
連
関
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ま
さ
に
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

リ
ッ
ヒ
な
関
係
の
発
現
と
し
て
、
途
上
国
社
会
へ
の
外
国
資
本
の
直

16 



接
投
資
に
よ
る
市
場
関
係
の
深
化
と
近
代
的
生
産
の
発
展
は
、
伝
統

的
な
労
働
構
造
を
解
体
し
、
農
民
の
生
存
基
盤
を
剥
奪
．
喪
失
せ
し

め
る
(
u
p
r
o
o
t
i
n
g
)
。
そ
し
て
、
文
化
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
、

実
体
的
な
紐
帯
が
形
成
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
農
民
の
先
進
国
の
都

市
へ
の
移
動
が
促
進
さ
れ
る
の
で
あ
る
(
S
.S
a
s
s
e
n
,
1
9
8
8
 11

一
九

九
二
）
。
こ
う
し
て
一
層
進
行
す
る
農
産
物
の
国
際
化
や
世
界
的
な

人
口
移
動
・
移
住
に
よ
り
、
国
際
的
な
都
市
ー
農
村
関
係
II

T
r
a
n
c
e
 National Rural
-U
r
b
a
n
 R
e
l
a
t
i
o
n
s
の
生
成
が
見
ら
れ
て

い
る
（
伊
豫
谷
、
二

O
O
-、
P
.Levitt
,2
0
0
1
)
。

ま
た
、
途
上
社
会
内
に
お
け
る
都
市
ー
農
村
関
係
に
つ
い
て
も
研

究
の
蓄
積
が
み
ら
れ
る
。
ケ
ニ
ア
に
お
い
て
は
、
農
村
か
ら
の
移
住

民
が
移
住
先
の
都
市
に
お
い
て
親
族
的
・
同
郷
的
な
紐
帯
の
再
形
成

を
行
い
、
ま
た
出
身
農
村
と
の
繋
が
り
を
存
続
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
、

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
松
田
素
二
、
一
九
九
九
）
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
は
、
村
落
か
ら
の
都
市
移
住
民
に
と

っ
て
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
と
都

市
の
社
会
は
、
性
格
を
異
に
す
る
二
つ
の
社
会
と
い
う
よ
り
も
、

「
―
つ
の
社
会
の
二
つ
の
部
分
」
と
捉
え
ら
れ
る
関
係
に
あ
る
と
い

う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
山
下
晋
司
、

一
九
八
八
）
。

日
本
に
お
け
る
都
市
農
村
関
係
の
議
論
と
し
て
は
、
戦
前
期
に
お

い
て
は
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
の
移
動
に
つ
い
て
の
研
究
と
し

て
、
渡
辺
信
一
（
渡
辺
、
一
九
三
八
）
や
野
尻
重
雄
（
野
尻
、
一
九

四
二
）
、
小
林
謙
一
（
小
林
、
一
九
六
一
）
ら
の
研
究
の
蓄
積
が
あ

る
。
ま
た
、
日
本
的
な
都
市
I

農
村
論
に
か
か
わ
る
業
績
と
し
て
は

柳
田
國
男
の
「
都
市
と
農
村
」
論
に
み
ら
れ
る
民
俗
学
的
研
究
や
、

山
田
盛
太
郎
ら
の
「
日
本
資
本
主
義
分
析
」
に
見
ら
れ
る
経
済
史
的

な
研
究
が
あ
る
。

戦
後
の
六

0
年
代
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
都
市
化
と
農
村
か
ら

都
市
へ
の
大
量
の
人
口
移
動
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
て
、
島
崎
稔
は

「
共
同
体
と
市
場
と
の
関
係
」
と
い
う
論
点
か
ら
、
都
市
共
同
体
と

農
村
共
同
体
の
解
体
と
局
地
的
市
場
の
形
成
↓
全
国
的
市
場
の
確

立
、
都
市
と
農
村
の
不
均
等
発
展
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
、
封
建
社

会
か
ら
資
本
主
義
社
会
へ
の
移
行
に
と
も
な
う
都
市
地
域
と
農
村
地

(
2
)
 

域
へ
の
編
成
を
説
明
し
て
い
る
（
島
崎
、
一
九
六
二
）
。

こ
れ
ら
の
社
会
経
済
史
的
分
析
か
ら
説
き
起
こ
し
た
都
市
I

農
村

関
係
の
説
明
に
対
し
て
、
八

0
年
代
よ
り
松
本
通
晴
は
、
実
証
的
な

調
査
研
究
の
も
と
に
農
村
か
ら
の
都
市
へ
の
移
住
者
に
注
目
し
て
、

移
住
者
が
都
市
に
お
い
て
取
り
結
ぶ
同
郷
的
関
係
や
そ
の
結
晶
で
あ

る
同
郷
団
体
の
存
在
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
日
本
に
お
け
る
都
市

ー
農
村
関
係
、
都
市
社
会
論
に
つ
い
て
の
新
た
な
提
起
を
お
こ
な
っ

た
（
松
本

・
丸
木
、
一
九
九
四
）
。
そ
の
際
、
松
本
は
、
柳
田
國
男

や
宮
本
常
一
の
研
究
と
と
も
に
、
大
河
内
一
男
の
「
出
稼
ぎ
型
労
働
」

論
（
大
河
内
、
一
九
五

O
)
、
神
島
二
郎
の
「
擬
制
村
」
論
（
神
島
、

一
九
六
一
）
に
特
に
注
目
し
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
、
若
者
や
壮
年

者
の
都
市
へ
の
移
住
に
は
、
そ
の
移
住
を
助
け
、
都
市
に
お
け
る
就

業
や
定
住
、
都
市
生
活
へ
の
適
応
を
助
け
る
家
族
的
、
親
族
的
、
同

郷
的
な
契
機
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
、
国
際
的
•
国
内
的
な
移
住

17 



の
研
究
に
よ
り
分
か
っ
て
き
た
（
鯵
坂
学
、
二

0
0五）。

以
上
の
諸
論
点
を
み
る
と
、
農
村
と
都
市
を
異
な
る
モ
メ
ン
ト
、

対
立
す
る
社
会
関
係
・
社
会
構
造
を
持
つ
も
の
と
し
て
考
え
る
思
考

と
、
都
市
と
農
村
の
相
互
連
関
や
相
互
浸
透
と
い
う
思
考
の
二
つ
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
相
互
連
関
、
相
互
浸
透
に
も
〈
農
村

↓
都
市
〉
と
〈
都
市
↓
農
村
〉
の
二
方
向
の
位
相
が
あ
る
。

家
族
研
究
に
お
け
る
高
齢
者
を
取
り
巻
く
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
究

こ
こ
で
小
論
と
関
連
す
る
家
族
研
究
に
お
け
る
高
齢
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
研
究
に
つ
い
て
、
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
仄

聞
す
る
と
、
日
本
の
家
族
研
究
に
お
い
て
は
、
七

0
年
代
ま
で
高
齢

者
・
老
人
の
問
題
は
被
扶
養
者
の
そ
れ
と
し
て
扱
わ
れ
る
研
究
が
多

く
、
老
親
の
経
済
的
、
介
護
的
、
情
緒
的
な
支
援
の
あ
り
よ
う
が
検

討
さ
れ
て
き
た
。
日
本
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
直
系
制
家
族
の
規

範
の
残
存
に
よ
り
、
戦
後
も
高
齢
者
は
子
と
く
に
長
男
夫
婦
の
家
族

と
の
同
居
率
が
高
い
が
（
森
岡
清
美
、
一
九
九
七
）
、
そ
の
一
方
で

国
際
的
な
比
較
研
究
か
ら
み
る
と
、
他
の
子
供
達
（
の
家
族
）
と
の

交
流
が
か
な
り
少
な
い
と
の
結
果
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
直
井
道
子
、

二
0
0
 
I

)

。
し
か
し
近
年
、
次
第
に
別
居
の
形
態
も
急
速
に
増
加

し
て
お
り
、
そ
の
要
因
が
検
討
さ
れ
て
い
る
（
田
淵
六
郎
・
中
里
英

樹
、
二

0
0四）。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
高
齢
者
の
研
究
で
は
、
以
前
か
ら
子
供
と
の

同
居
率
が
極
め
て
低
い
た
め
も
あ
っ
て
、
高
齢
者
は
「
核
家
族
」
と

し
て
孤
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
子
供
の
家
族
と
も
頻
繁
に
交
流

し
て
い
る
と
い
う

E

•
リ
ト
ワ

ク
ら
の
「
修
正
拡
大
家
族
」
説
や

(Litwak
,E
,
 

1
9
8
5
)

、
M
.
B
・
サ
ス
マ
ン
、

E
・シ
ャ
ナ
ス
ら
の
実

証
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
影
響
さ
れ
て
、
高
齢
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
、
親
族
だ
け
で
な
く
近
隣
や
友
人
、
社
会
的
な
サ
ポ
ー
ト

な
ど
彼
ら
を
取
り
巻
く
全
体
を
コ
ソ
ボ
イ
・
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
捉
え

る
研
究
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
を
ふ
ま
え
て
、

「個

と
し
て
の
高
齢
者
」
の
視
点
か
ら
、
日
常
生
活
援
助
や
介
護
援
助
な

ど
を
高
齢
者
自
身
が
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
選
択
し
て

い
る
と
の
調
査
も
な
さ
れ
て
い
る
（
森
岡
清
志
、
一
九
九
四
、
野
沢

慎
司
、
一
九
九
九
、
安
達
正
嗣
、
一
九
九
九
・
ニ

0
0五）。

家
族
社
会
学
に
よ
る
過
疎
地
域
の
高
齢
者
研
究
で
は
、
鹿
児
島
県

の
大
浦
町
に
お
け
る
子
供
と
の
別
居
率
は
約
八
割
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
他
出
子
弟
（
他
出
家
族
員
）
の
多
く
が
県
外
に
出
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
老
親
と
他
出
子
弟
と
の
交
流
は
電
話
や
手
紙
に
よ
る
も

の
が
多
く
、
直
接
的
に
会
う
機
会
は
か
な
り
少
な
い
と
い
う
結
果
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
染
谷
淑
子
、
一
九
九
七
）
。
こ
れ
に
対
し

て
、
北
海
道
の
厚
田
村
で
は
別
居
率
は
約
七
割
五
分
で
あ
る
が
、
そ

の
う
ち
八
八
％
の
高
齢
者
は
車
で
一
＼
二
時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
る
札

幌
市
な
ど
に
子
供
た
ち
が
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
他
出
家
族
員
と
の
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か
な
り
頻
繁
な
交
流
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
自
然
条
件
の
厳
し
い

北
海
道
の
過
疎
地
域
で
高
齢
者
が
地
域
生
活
を
維
持
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
笹
谷
春
美
、
二

0
0六）。

地
域
社
会
学
の
領
域
で
も
、
都
市
部
で
の
団
地
に
お
け
る
調
査
に

よ
り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
係
者
と
し

て
は
、
配
偶
者
以
外
で
は
子
供
と
の
関
係
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い

う
調
査
結
果
が
析
出
さ
れ
て
い
る
（
玉
野
和
志
、
一
九
九

O
)
。
ま

た
、
山
口
県
の
過
疎
地
域
の
集
落
の
調
査
に
よ
る
と
、
岩
国
市
や
広

島
都
市
圏
に
住
む
他
出
子
が
頻
繁
に
、
生
活
必
需
品
な
ど
を
携
え
て

老
親
の
も
と
を
訪
ね
た
り
、
集
落
の
共
同
作
業
日
に
は
帰
村
し
た
り

し
て
、
主
役
と
し
て
共
同
作
業
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
（
木
下
謙
治
、
二

0
0三
）
。
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、

筆
者
の
広
島
県
北
部
の
調
査
で
も
、
他
出
家
族
員
に
よ
る
「
農
作
業

の
手
伝
い
」
な
ど
の
生
産
活
動
や
、
「
様
子
見
」
「
孫
の
顔
を
み
せ
に
」

な
ど
の
日
常
的
な
家
族
・
親
族
的
な
交
流
が
、
高
齢
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
社
会
で
暮
ら
し
て
い
く
上
で
、
大
き
な
援
助
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
（
鯵
坂
、
一
九
九
二
）
。

こ
う
し
た
実
態
は
、
家
族
社
会
学
か
ら
見
れ
ば
、
高
齢
者
と
別
居

子
と
の
交
流
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
見
ら
れ
る
が
、
地
域
社
会
学
か
ら

見
る
と
都
市
移
住
者
に
よ
る
都
市
と
農
村
と
の
関
連
・
浸
透
と
見
る

こ
と
が
出
来
よ
う
。
以
下
で
は
、
過
疎
地
域
に
焦
点
を
あ
て
、
農
山

漁
村
か
ら
移
住
1
1

他
出
し
た
人
々
と
出
身
の
村
や
家
族
・
親
族
と
の

関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
都
市
ー

(
3
)
 

農
村
の
関
係
を
考
え
て
み
る
。

日
本
の
過
疎
地
域
の
状
況

（
一
）
過
疎
化
の
進
行

日
本
に
お
い
て
は
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
の
時
期
、
そ
し
て
戦

後
の
高
度
経
済
成
長
の
時
期
に
農
山
漁
村
や
地
方
都
市
か
ら
多
く
の

人
々
が
都
市
、
と
り
わ
け
東
京
や
大
阪
な
ど
の
大
都
市
圏
や
も
よ
り

の
県
庁
所
在
都
市
に
移
住
し
、
都
市
社
会
の
新
た
な
構
成
員
と
な
り
、

都
市
化
を
推
進
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ま
で
の
比
較
的
に
緩
や
か
な
人
口
の
都
市
へ
の

流
出
と
い
う
事
態
に
対
し
て
、
一
九
六

0
年
頃
か
ら
の
過
疎
化
（
第

一
次
過
疎
化
）
は
大
都
市
圏
へ
の
大
星
の
人
口
移
動
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
都
市
移
住
1
1

人
口
移
動
に
よ
り
農
山
漁
村
の
過
疎
と
都
市
、

と
り
わ
け
大
都
市
の
過
密
と
い
っ
た
事
態
が
生
じ
た
。
過
疎
地
域
は

五
0
年
代
後
半
か
ら
農
山
村
地
域
の
次
男
•
三
男
、
娘
な
ど
若
年
層

の
都
市
へ
の
移
住
が
生
じ
て
い
た
が
、
七

0
年
代
以
降
は
か
な
り
の

数
の
跡
取
り
息
子
も
流
出
し
て
い
く
と
い
う
状
況
を
見
せ
て
い
っ

こ°f
 そ

の
直
接
の
原
因
は
、
①
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
若
年
労
働
力
の

需
要
の
逼
迫
に
よ
る
農
山
村
の
労
慟
力
の
都
市
へ
の
吸
引
、
②
農
山

村
の
地
域
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
行
き
づ
ま
り
、
林
業
と
く
に
薪
炭

業
の
壊
滅
、
③
交
通
網
の
発
達
に
よ
る
工
業
地
帯
や
都
市
へ
の
距
離
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の
短
縮
、
④
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
特
に
テ
レ
ビ
の
普
及
に
よ
る
農
村
へ

の
都
市
と
の
格
差
意
識
の
伝
播
と
都
市
志
向
の
普
及
（
岩
崎
信
彦
、

一
九
七
八
）
、
⑤
全
国
的
な
高
学
歴
志
向
の
高
ま
り
に
よ
る
高
校
・

大
学
へ
の
進
学
率
の
上
昇
、
な
ど
の
複
合
と
し
て
あ
っ
た
。

こ
の
過
疎
化
に
対
し
て
、
七

0
年
代
か
ら
政
府
や
地
方
自
治
体
は
、

過
疎
地
域
緊
急
措
置
法
な
ど
四
次
に
わ
た
る
過
疎
政
策
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
四

0
兆
円
を
超
え
る
財
政
を
過
疎
対
策
に
費
や
し
て
き
た
。

し
か
し
、
八

0
年
代
か
ら
は
人
口
の
自
然
減
や
高
齢
化
も
生
じ
、
過

疎
化
（
第
二
次
過
疎
化
）
は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
九

0
年

代
よ
り
高
齢
化
率
が
五

0
％
を
超
え
る
「
限
界
集
落
」
（
大
野
晃
、

(4
)
 

一
九
九
一
）
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、
二

0
0
0年
現
在
で
過
疎
地

域
の
高
齢
化
率
は
、
三
八
•
一
％
で
あ
り
、
全
国
平
均
の
一
七
•
三

％
と
比
べ
る
と
目
立
っ
て
お
り
、
過
疎
地
域
は
日
本
の
高
齢
社
会
化

を
先
取
り
し
た
地
域
社
会
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ニ
O
O五
年
の
国
勢
調
査
で
は
全
国
の
都
道
府
県
の
半
数
に
あ
た

る
二
四
県
で
人
口
減
が
記
録
さ
れ
、
平
成
の
合
併
の
嵐
に
よ
り
、
市

町
村
数
は
一
八
二

0
と
な
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
七
三
九
市
町
村
（
四

0
•
六
％
）
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
過
疎
地
域
の
人
口

割
合
は
全
国
の
僅
か
八
•
三
％
で
あ
る
が
、
面
積
で
は
五
四
•
一
％

と
全
国
土
の
半
分
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
、
九
州
、
南
四
国
、

北
海
道
、
北
東
北
な
ど
に
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
数

が
多
い
。
ま
さ
に
「
限
界
自
治
体
」
の
出
現
、
条
件
不
利
地
域
の
農

山
漁
村
の
「
縮
減
」
・
「
消
滅
」
の
予
感
が
す
る
。

（
二
）
過
疎
地
域
の
高
齢
化

（
財
）
統
計
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
の
推
計
で
は
、
二
五
年
後
の
二
〇

三
0
年
に
は
、
高
齢
化
率
は
全
国
平
均
で
二
九
•
六
％
と
な
り
、
高

齢
化
率
五
0
％
以
上
の
自
治
体
が
ニ
―
-
（
六
•
五
％
）
（
二

0
0

0
年
現
在
の
自
治
体
一
ニ
ニ
ニ
九
を
単
位
に
計
算
）
に
の
ぽ
る
と
の
推

計
が
な
さ
れ
て
い
る
（
（
財
）
統
計
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二

0
0三）。

0
五
年
の
国
勢
調
査
人
口
で
は
平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
、
高
齢
化

が
す
す
む
多
く
の
小
さ
な
規
模
の
町
村
が
近
隣
の
町
や
市
と
合
併
し

た
た
め
に
、
統
計
的
に
は
（
新
）
市
町
村
単
位
で
希
釈
さ
れ
て
し
ま

い
、
高
齢
化
率
は

一
0
％
程
度
低
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
（
旧
）
町
村
単
位
で
み
る
と
合
併
に
よ
り
新
し
い
自
治
体

の
中
心
地
へ
の
人
口
集
積
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
さ
ら
に
高
齢
化
・

少
子
化
が
進
行
し
て
い
く
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。

日
本
の
農
山
村
部
に
は
、
も
と
も
と
日
本
の
直
系
制
家
族
の
あ
り

方
と
結
び
つ
い
た
三
世
代
家
族
が
多
か
っ
た
が
、
過
疎
地
域
で
は
青

壮
年
層
の
都
市
へ
の
大
量
の
移
住
に
よ
り
、
い
ち
早
く
高
齢
夫
婦
の

み
の
世
帯
や
単
身
高
齢
世
帯
の
率
が
増
加
し
て
き
た
。
山
本
努
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
「
過
疎
地
域
集
落
の
残
留
高
齢
小
家
族
化
」
と

い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
（
山
本
努
、

一
九
九
六
）
。

平
成
の
合
併
前
の
二

0
0
0年
に
お
い
て
、
全
国
一
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
自
治
体
は
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
山
口
県
東
和
町
の
五

0
．
六
％
で
あ
り
、
四

0
％
台
後
半
の
町
村
は
、
中
国
山
地
、
四
国

山
地
、
紀
伊
山
地
な
ど
の
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
町
村
に
多
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く
点
在
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
人
口
の
半
数
近
く
が
高
齢
者
の
住
民
で
あ
る
自
治
体

が
存
在
す
る
理
由
は
な
ぜ
か
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
ま
だ
著
に
着
い

た
ば
か
り
で
あ
る
。
確
か
に
地
域
産
業
の
衰
退
な
ど
に
よ
り
、
雇
用

カ
の
あ
る
都
市
部
に
若
者
や
壮
年
者
が
移
住
し
た
た
め
に
、
高
齢
者

が
取
り
残
さ
れ
た
と
す
る
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
リ
ッ
ヒ
な
プ
ッ
シ
ュ
・

プ
ル
要
因
か
ら
高
齢
化
を
説
明
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
し
か
し
も
う

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
高
齢
者
が
適
応
で
き
る
程
度
に
自
然

環
境
が
や
さ
し
い
（
厳
し
い
豪
雪
地
帯
で
は
高
齢
者
が
住
み
続
け
る

の
は
難
し
い
）
、
ま
た
そ
の
た
め
に
大
都
会
と
比
べ
て
、
高
齢
者
で

も
行
い
や
す
い
第
一
次
産
業
を
中
心
と
し
た
生
産
活
動
が
一
定
程
度

保
持
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
社
会
の
近
隣
関

係
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
が
高
齢
者
の
地
域
生
活
の
ス
タ
イ
ル
に
向
い

て
い
る
、
地
方
自
治
体
の
地
域
福
祉
政
策
が
充
実
し
て
い
る
（
広
島

県
御
調
町
）
な
ど
ソ
ー
シ
ア
ル
な
要
因
も
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
に
は

こ
れ
ら
以
外
に
、
高
齢
者
に
対
す
る
家
族
・
親
族
の
援
助
や
対
応
力

と
い
う
要
因
も
大
き
な
モ
メ
ソ
ト
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

つ
ま
り
高
齢
者
が
地
域
で
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
的
な

支
援
や
、
近
隣
に
よ
る
援
助
だ
け
で
な
く
、
家
族
社
会
学
に
よ
る
高

齢
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
高
齢
者
自

身
の
家
族
・
親
族
と
の
社
会
的
、
心
理
的
な
繋
が
り
が
重
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

か
つ
て
、
筆
者
は
一
九
八
九
年
に
広
島
県
北
部
の
過
疎
地
域
に
あ

る
作
木
村
の
集
落
の
事
例
調
査
を
行
い
、
一
九
九

0
年
に
は
作
木
村

と
隣
の
布
野
村
の
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら

の
過
疎
地
域
で
は
三
世
代
家
族
な
ど
は
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
ま
た
近
隣
関
係
に
頼
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
人
々
は
村
行

政
に
頼
る
ほ
か
は
、
他
出
し
た
息
子
や
娘
、
あ
る
い
は
孫
な
ど
他
の

親
族
の
力
に
た
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ら
の
他
出
家
族
員
の
帰
郷
は
、
高
齢
者
の
生
活
の
援
助
や
介
護
だ
け

で
な
く
、
生
産
活
動
の
維
持
に
も
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
他
出
家
族
員
の
帰
郷
時
に
、
村
祭
り
が
な
さ
れ

る
集
落
が
増
え
て
お
り
、
他
出
家
族
員
は
集
落
全
体
の
再
生
産
に
か

な
り
の
役
割
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

他
出
家
族
員
の
多
く
は
、
車
で
一
時
間
の
範
囲
で
あ
る
三
次
市
・
庄

原
市
や
二
時
間
の
範
囲
に
あ
る
広
島
市
都
市
圏
に
居
住
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
中
国
山
地
の
過
疎
地
域
と
の
比
較
を
企
図
し
て
、
筆
者

は
二

0
0
0年
の
夏
に
近
畿
地
方
の
代
表
的
な
過
疎
集
落
の
調
査
を

お
こ
な
う
機
会
を
得
た
。

四
奈
良
県
十
津
川
村
に
お
け
る
高
齢
者
家
族
と
他
出
家
族
員

（
一
）
十
津
川
村
の
概
況

奈
良
県
十
津
川
村
は
、
紀
伊
半
島
の
中
心
部
に
あ
り
和
歌
山
県
・

三
重
県
と
接
し
、
奈
良
県
の
南
端
に
位
置
し
て
お
り
、
面
積
で
は
日
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本
で
一
番
広
い
村
で
あ
る
。
こ
の
一
帯
は
高
度
経
済
成
長
以
降
、
急

激
な
都
市
へ
の
移
住
に
よ
り
人
口
減
少
が
お
こ
り
、
現
在
で
は
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
る
近
畿
地
方
有
数
の
過
疎
地
域
で
あ
る
。

江
戸
期
に
は
、
現
在
の
十
津
川
村
の
範
域
で
あ
る
十
津
川
郷
は
幕

府
か
ら
年
貢
免
除
の
扱
い
を
う
け
て
お
り
、
多
く
の
村
民
が
郷
士
の

身
分
を
得
て
い
た
。
十
津
川
郷
は
明
治
初
期
に
は
五
五
の
集
落
に
分

か
れ
て
い
た
が
、
一
八
八
八
（
明
治
ニ
―
)
年
の
市
制
•
町
村
制
に

よ
り
、
六
つ
の
行
政
村
と
な
っ
た
。
し
か
し
同
年
夏
に
襲
っ
た
大
水

害
の
た
め
に
大
き
な
被
害
を
受
け
、
そ
の
一

0
月
に
は
被
災
者
を
中

心
に
六

0
0戸
二
六
九
一
人
、
翌
年
日
は
四

0
戸
一
七
九
人
が
北
海

道
に
移
住
し
、
新
十
津
川
村
（
後
に
町
と
な
っ
た
）
を
形
成
し
た
。

そ
の
た
め
に
人
口
が
減
少
し
、
六
行
政
村
の
願
い
で
、
十
津
川
村
と

し
て
―
つ
の
村
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
旧
六
村
は
村
内
の
行
政

区
と
な
り
、
そ
の
―
つ
が
分
区
さ
れ
て
、
現
在
は
七
地
区
と
五
五
集

落
と
な
っ
て
い
る
。

村
の
中
心
を
貫
く
十
津
川
は
南
流
し
、
和
歌
山
県
に
入
っ
て
熊
野

川
と
な
り
海
に
注
い
で
い
る
。
十
津
川
村
は
幾
つ
も
の
深
い
谷
間
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
道
路
網
が
未
整
備
で
現
在
も
村
役
場
か
ら
は
、

新
宮
市
や
五
條
市
ま
で
バ
ス
で
二
時
間
半
も
か
か
る
。
県
庁
所
在
都

市
の
奈
良
市
ま
で
は
、
公
共
交
通
を
使
う
と
橿
原
市
を
経
て
四
時
間

近
く
も
か
か
る
。
そ
の
た
め
、
村
内
で
の
位
置
や
主
要
交
通
手
段
の

展
開
に
よ
り
、
商
圏
や
交
流
圏
が
和
歌
山
県
側
で
あ
っ
た
り
奈
良
県

側
で
あ

っ
た
り
と
、
変
化
を
見
せ
て
き
た
。
十
津
川
の
主
要
産
品
で
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あ
っ
た
木
材
は
昭
和
の
中
ご
ろ
ま
で
筏
で
、
港
や
鉄
道
の
駅
が
あ
る

和
歌
山
県
新
宮
市
ま
で
運
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
が
始
ま
る
と
木
材
は
奈
良
県
五
條
市
や
同
吉
野
町
に
運
ば
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
（
図
ー

1
参
照
）
。

明
治
・
大
正
期
、
そ
し
て
昭
和
の
中
ご
ろ
一
九
五
五
（
昭
和
三

O
)

年
ま
で
は
、
世
帯
数
は
二
千
百
台
か
ら
二
千
二
百
台
、
人
口
は
一
万

一
千
台
か
ら
一
万
二
千
台
の
間
で
あ
り
、
五
五
年
に
は
図

I
2
の
よ

う
に
人
口
構
成
も
、
高
校
進
学
の
世
代
を
除
い
て
、
ほ
ぽ
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
状
を
し
て
い
た
。
一
九
六

O
（
昭
和
三
五
）
年
頃
に
は
、
電
源
開

奈良県十津川村及び関連都市図ー 1
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1955年（白）と 2000年（黒）

発
に
よ
る
ダ
ム
の
建
設
に
よ
る
建
設
関
係
者
の
一
時
的
な
流
入
に
よ

り
、
人
口
は
一
万
五
千
人
を
上
回
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
降

は
急
激
に
減
少
を
始
め
て
い
る
。
一
九
七

0
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る

と
世
帯
数
は
二
二
九
五
、
人
口
は
八
五

0
二
で
あ
り
、
二

0
0
0年

現
在
で
は
図
ー

2
の
よ
う
に
一
九
―
二
世
帯
、
人
口
は
四
八
五
四
と

急
減
し
て
、
紡
錘
形
を
し
て
お
り
、
高
齢
化
率
は
三
四
•
四
％
で
あ
っ

た
。
こ
の
間
、
世
帯
数
の
減
少
に
比
べ
て
、
人
口
の
減
少
が
著
し
い

よ
う
に
、
多
く
の
若
者
た
ち
が
村
外
に
移
住
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
―

1
0
0五
年
現
在
で
は
一
八
二
九
世
帯
、
四
三
九

0
人
、
高

齢
化
率
は
三
八

•
O
二
％
（
基
本
台
帳
に
よ
る
）
で
あ
り
、
人
口
の

減
少
と
高
齢
化
は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
な
お
、
世
帯
や
人

口
の
減
少
の
程
度
は
村
の
七
つ
の
地
区
や
集
落
ご
と
に
、
最
寄
り
の

都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
便
や
地
域
産
業
の
盛
衰
に
よ
り
、
差
が
生
じ

て
い
る
。

十
津
川
村
の
産
業
構
成
、
職
業
構
成
は
表

I
1、
表
ー

2
の
よ
う

で
あ
る
。
産
業
で
は
一
九
六

0
年
ま
で
は
農
業
、
一
九
八

0
年
ま
で

は
林
業
が
二

0
％
台
の
構
成
比
を
占
め
、
そ
れ
ぞ
れ
地
湯
産
業
と
し

て
一
定
の
位
置
を
占
め
て
い
た
。
特
に
、
林
野
率
が
面
積
の
九
五
・

九
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
林
業
が
盛
ん
だ
っ
た
が
、
外
材
の
輸
入
に
よ

る
価
格
の
低
迷
で
全
く
振
る
わ
な
く
な
り
（
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
影
響
）
、
近
年
の
農
林
業
統
計
を
み
て
も
、
伐
採
な
ど
の

収
入
は
殆
ど
な
く
、
現
在
で
は
都
会
向
け
の
神
事
・
仏
事
に
使
う

「
榊
」
な
ど
が
販
売
額
で
年
間
一
億
円
を
上
げ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

村
内
に
は
三
つ
の
温
泉
街
が
あ
り
、
熊
野
参
詣
道
の
世
界
遺
産
の

指
定
な
ど
に
も
よ
り
、
十
津
川
の
清
流
と
自
然
、
歴
史
を
生
か
し
た

観
光
業
が
、
建
設
業
と
と
も
に
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
の

た
め
二

0
0
0
年
で
は
、
サ
ー
ピ
ス
業
（
三
五
•
七
％
）
建
設
業

（
二O
·
九
％
）
、
卸
売
り
・
小
売
業
(
―
二
•
四
％
）
、
公
務
（
七
・

四
％
）
の
順
位
と
な
り
、
産
業
構
成
だ
け
を
見
る
と
大
都
市
圏
の

「
地
方
消
費
都
市
」
と
変
わ
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
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十津川村の職業構成（国勢調査）

職業 1955年 1980年 2000年

専門技術 3 7 8 6 15 0 
管理 0 9 1 7 3 7 
事務 4 5 11 4 16 8 
販売 4 1 8 6 8 1 
農林•漁業 69 2 27 2 8 4 
運輸通信 1. 0 6 9 5 3 
採鉱採石
技能エ生産工程 12 9 25 7 26 4 
保安 0 7 1 1 
サービス 3 7 9 0 15 1 
分類不能

就業者数（人） 5,849 2,533 1,870 

表ー 1

産業 1955年 1980年 2000年

農業 41 7 4 9 1 6 
林業 27 1 23 1 6 5 
漁業 0 2 0 3 
鉱業 0.2 0 2 
建設業 11. 0 15 5 20 9 
製造業 1. 7 6 2 5 3 
電気•ガス水道業 2 1 2 1 
運輸通信業 3 9 6 6 6 7 
卸売小売業 4 5 11 8 12 4 
金融業保険業 0 2 1.4 0 9 
不動産 0 1 
サービス業 7 5 22 2 35.7 
公務 2 4 5.8 7 4 
分類不能 0 1 

就業者数（人） 5,849 2,533 1 , 870 

十津川村の産業構成（同）表ー 2

（二）

T
集
落
と

K
地
区
の
状
況

ー
在
村
家
族
と
他
出
家
族
員
と
の
関
係
ー

十
津
川
村
の
在
村
家
族
と
他
出
家
族
員
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
前

に
お
こ
な
っ
た
広
島
県
作
木
村
・
布
野
村
の
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
と
も
対
照
し
な
が
ら
、
検
討
す
る
。
筆
者
は
調
査
実
習
の

学
生
諸
君
の
協
力
を
得
て
、
二

0
0
0年
の
夏
に
十
津
川
村
の
T
集

落
と
K
地
区
の
悉
皆
調
査
を
行
っ
た
。

T
集
落
は
「
日
本
最
長
の
つ

り
橋
」
を
観
光
の
目
玉
に
し
て
い
る
中
心
集
落
の
川
向
か
い
に
あ
り
、

国
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
い
。
―

1
0
0
0年
現
在
の
国
勢
調
査
に
よ

る
と
世
帯
数
は
四
一
世
帯
、
人
口
は
八
七
人
、

0
五
年
で
は
三
九
世

24 

帯
、
人
口
は
八
五
人
で
あ
り
、
人
口
減
少
も
比
較

的
緩
や
か
で
あ
る
。
回
答
を
得
た
世
帯
住
民
の
高

齢
化
率
は
六
五
•
四
％
で
あ
っ
た
。

K
地
区
は
点
在
す
る
五
つ
の
小
集
落
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
お
り
、
地
区
内
に
小
学
校
の
分
校
は

あ
る
が
、
国
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
良
く
な
く
、
観

光
資
源
に
も
恵
ま
れ
な
い
地
区
で
あ
る
。
二

0
0

0
年
の
世
帯
数
は
四
一
世
帯
、
人
口
は
―
二

0
人

で、

0
五
年
の
世
帯
数
は
三
六
世
帯
、
人
口
は
九

一
人
で
あ
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
な
い
地
区
で
あ
る
。
住
民
の
高
齢
化
率
は
五

六
•
六
％
で
あ
っ
臼
゜

以
上
の
よ
う
に
、
両
地
域
と
も
「
限
界
集
落
」

の
高
齢
化
率
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。
こ
の
両
地
域
に
世
帯
票
と
個

人
票
を
も
っ
て
面
接
調
査
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
「
こ
の
土
地
に
住
み

続
け
て
い
く
う
え
で
、
た
よ
り
に
で
き
る
も
の
」
（
三
つ
ま
で
選
択
）

を
見
て
み
よ
う
。
表
ー

3
に
あ
る
よ
う
に
、

T
.
K
地
域
と
も
第
一

位
に
「
同
居
家
族
」
を
あ
げ
、
つ
い
で
「
隣
近
所
の
人
」
、
「
村
内
の

親
戚
」
、
「
村
か
ら
他
出
し
て
い
る
家
族
（
子
や
孫
）
」
を
あ
げ
、
「
農

協
」
や
「
役
場
」
に
対
す
る
期
待
は
か
な
り
低
い
。
こ
れ
は
先
の
広

島
県
の
作
木
村
や
布
野
村
の
結
果
と
く
ら
べ
る
と
、
十
津
川
村
で
は

村
内
の
親
族
に
た
よ
る
人
が
比
較
的
多
い
と
う
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
広
大
な
村
域
を
持
つ
十
津
川
村
で
は
、
親
族
が
村
内
に
か
な
り



残
っ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
表

I
4
の
よ
う
に
「
日

常
生
活
の
中
で
ど
ん
な
こ
と
に
生
き
が
い
•
楽
し
さ
を
感
じ
る
か
」

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

T
集
落
で
は
第
一
位
に
「
他
出
し
て
い
る
家
族

（
子
や
孫
）
が
帰
省
し
て
き
た
時
」
、

つ
い
で
「
趣
味
を
楽
し
ん
で
い

る
時
」
、
さ
ら
に
同
率
で
「
良
い
作
物
が
出
来
た
時
」
「
地
域
の
人
達

と
話
を
す
る
時
」
の
順
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
作
木
・
布
野
の
傾
向

と

一
致
す
る
。
一
方
、

K
地
区
で
は
第

一
位
に

「地
域
の
人
達
と
話

たよりにできるもの(3つまで）

広島県 奈良県十津川村

作木村 布野村 T集落 K地区

1 同 居家族 66 1 71 8 70.4 78.9 
2 本家•分家かな親 7 6 10 7 5 6 5 3 
3村内の家族（子や孫） 10 1 7 1 27 8 11 8 
4. 村内の親戚 16 8 21 4 29 6 38 2 
5. 他出家族（子や孫） 40 1 35 7 27 8 23 7 
6. 隣近所の人 53 8 56 0 55 6 48 7 
7 ムラ集落（常会） 25 1 19 0 24 1 2 6 
8. 農協 6 7 9 9 1 9 3 9 
9 役場（村の職員など） 4 3 3 6 7 4 14 5 
10上記以外の人 9 5 9 5 13.0 7.9 
11誰も頼れない 3 1 1 2 2 6 
12その他 2. 1 0 8 5 6 7 9 

無回答 4 0 4 0 

(N) 327 252 54 76 

表ー 3

を
す
る
時
」
つ

い
で
同
率
で
「
他
出
し
て
い
る
家
族

（子
や
孫
）
が

帰
省
し
て
き
た
時
」
と

「趣
味
を
楽
し
ん
で
い
る
時
」
が
並
ん
で
い

る
。
そ
れ
で
も
、
全
体
と
し
て
、
同
居
家
族
の
次
に
他
出
家
族
員
が

(
7
)
 

大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
こ
と
に
息
子
や
娘
な
ど
の
他
出
家
族
が

ど
の
く
ら
い
帰
郷
し
て
い
る
の
か
を
尋
ね
て
み
た
。
特
に
家
族
ご
と

に
、
も

っ
と
も
頻
繁
に
帰
郷
し
て
い
る
人
を
最
多
帰
郷
家
族
員
と
し
、

こ
れ
ら
の
人
々
が
ど
の
く
ら
い
一
年
間
に
帰
郷

し
て
い
る
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
形
態
を
大

き
く

「
高
齢
者
の
み
の
家
族
」
「
壮
年
者
中
心

家
族
」

「
三
世
代
以
上
家
族
」

の
三
つ
の
類
型

に
分
け
て
比
較
し
て
み
た
。
そ
う
す
る
と
固
I

3
、
図
ー

4
の
よ
う
に
、
多
く
の
家
族
で
、
特

に

「高
齢
者
の
み
の
家
族
」
に
お
い
て
、
他
出

家
族
員
は
か
な
り
の
回
数
の
帰
郷
を
し
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
他
出
家
族
員
が
複

数
い
る
家
族
で
は
、
累
計
す
る
と
年
間
に
か
な

り
の
頻
度
で
過
疎
地
域
に
住
む
老
親
の
も
と
を

訪
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
実
態
が
、
明
ら
か

(
8
)
 

と
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
帰
郷
の
理
由
の
多
く

は
、
農
地
が
比
較
的
あ
る
T
集
落
で
は
「
農
業

の
手
伝
い
に
」
と
「
様
子
見
に
」
が
多
い
が
、

農
地
が
狭
い

K
地
区
で
は

「様
子
見
に
」
が
ほ

たのしみ（いくつでも）

広島県 奈良県十津川村

作木村 布野村 T集落 K地区

1 収穫のよろこび 63 0 69 1 48 .1 40 8 
2仕事がうまくいったとき 30.3 34 9 25 9 19 7 
3地域の人達と話をする 44.0 45 2 48 1 51 3 
4地域の人達とスポーツ 29 4 28 2 44 4 22 4 
5同居家族との団槃 52 6 56 8 42 6 40 8 
6他出家族（子や孫）の帰省 75 6 73 0 66 7 46 1 
7. 趣味をたのしんでいるとき 45 3 54 0 53 7 46 1 
8 テレビを見ているとき 43 7 38 5 46.3 31 6 
9読書をしているとき 26 0 28.6 14 8 11 8 
10その他 4 6 5 2 20 4 15.8 

無回答 1.5 2 4 

(N) 327 252 54 76 

生きがい表— 4
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14 高蛉者のみの家族

三世代以上家族

壮年者中心家族

(25) 

MCI 

口年2回以下

〈十津川村T集落〉最多帰郷者の家族

形態別帰郷回数(2000)単位： ％

三世代以上家族

と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
移
住
•
他
出
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
、
表
I

5
の
よ
う
に
県
庁
所
在
地
の
奈
良
市
や
奈
良
県
中
部
の
中
心
都
市
で

あ
る
橿
原
市
、
五
條
市
な
ど
奈
良
県
の
都
市
部
に
六

I
七
割
が
住
ん

で
い
て
、
足
し
げ
く
老
親
の
元
を
訪
問
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、

父
母
も
こ
れ
ら
の
他
出
家
族
員
の
も
と
へ
年
に

一
回
か
ら
五
回
く
ら

い
訪
問
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
元
へ
の
訪

口年J-4回口年5回以上

JJJ 

図ー 3

高齢者のみの家族

壮年者中心家族

(25) 

MC8 

問
頻
度
は
、
息
子
や
娘
、
長
男
•
長
女
と
次
三
男
・
次
三

女
の
違
い
は
余
り
な
く
、
比
較
的
満
遍
な
く
お
互
い
に
訪

問
し
あ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
直
系
家
族
の
規
範

と
は
「
ず
れ
」
を
見
せ
て
お
り
、
老
親
を
め
ぐ
る
選
択
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係
の
存
在
を
伺
わ
せ
る
。

調
査
対
象
者
へ
過
去
の
村
外
へ
の
他
出
の
経
験
を
尋
ね

て
み
る
と
、
そ
の
経
験
の
あ
る
人
は
、

T
集
落
で
三
八
人

（
七
九
・
ニ
％
）
、
K
地
区
で
四
四
人
（
五
七
•
九
％
）

（
婚
入
者
品
四
人
、
N
A

~

一
人
を
除
く
）
い
た
。
そ

の

他
出
先
は
、
奈
良
県
内
を
あ
げ
た
人
が
、

T
集
落
で
、
六

O
•

五
％
、
K
地
区
で
同
四
三
・
ニ
％
、
京
都
・
大
阪
・

兵
庫
の
合
計
を
あ
げ
た
人
が
、

T
集
落
で
は
二
三
・

七
％
、

K
地
区
で
は
三
四
•

一
％
と
な

っ
て
お
り
、
比
較
的
近
く

の
都
市
に
、
一
定
の
間
（
五
年
か
ら
十
年
以
内
）
に
他
出

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
か
れ

ら
の
現
在
の
他
出
家
族
員
の
現
住
地
の
都
市
と
も
か
な
り

重
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
定
の
地
域
に
十
津
川
村
出

身
者
の
蓄
積
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
事
実
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
都
市
ー
農
村

（村
落
）
関
係
の

一
定
の
パ
タ
ー
ン
の
存
在
を

気
づ
か
せ
紅
゜

26 

〈十津川村K地区〉最多帰郷者の家族

形態別帰郷回数(2000)単位:%
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表— 5 T集落の家族形態と他出家族員の動向

世帯 世帯構成員 他出家族員の帰省動向

番号 続柄 ：性別年齢 家族形態 職業（主＋面I) 続柄 ； 住所 ；回数I年： 帰省の目的／時期

02 父 ：男 85 壮年夫婦 無臓 長女：奈良県北葛城郡 ： 5- ：晨業手伝様子見

母主 ：氾女月685 1 +高齢夫婦 無農朧林業 （自給） 次三女女 ：：奈奈良良県県香香芝芝市市 ： ： ss-- : : 農晨業菓手手伝伝様様子子見見

妻 ：女59 無職

03 主 ・ 男 73 高齢夫婦 NA  長男 ： 奈奈奈良良良市市県大 :1 : 曇菓手伝（木人のみ）／盆正月
妻 ：女 72 NA  : ; : :2 : 晨菓手伝（本人のみ）／盆正月

： ； 和高田市： 2 : 晨菓手伝（本人のみ）／盆正月

05 杢 ：男 67 壮年夫婦 無職 長男：東京 ： 1 : 様子見
妻 ：女 62 無職 次男：東京 ．:1回未渦 ．：様子見

06 主 ：男57 壮年核家族 建設業（自営） 長女 ：奈良県五條市 :2 : もちつきなどl盆正月
妻 ：女57 無職
息子 ：男27 作業員（パート）

08 主 ：男 93 高齢夫婦 無職 長女 ：村内上野地 ：1回未満；（呼ぺば来る）
妻 ：女90 農 次女；奈良市 ： 2 : ll! 参l盆正月

： 長男：大阪府堺市 ： 5- : 農= 手伝（家族で）
. =女 ：奈良市 ； 2 : 墓

09 主 ； : 70 高齢夫婦 農協 長男：敷地内別棟 ,5-
妻 ： 71 無臓 ： ： ： 

10 主 ；男 48 壮年核家族 中学校教員 長女国京都府京田辺市： 2 : 墓参／盆正月
妻 ：女 42 無職 、 ： 
次女 ：女 12 ,J, 学生 '' : ' 
三女 ：女4 保育所 ： ： 

11 主 ：男 66 高齢単身 農林業（自給） 長男：奈良市 ： 1 : 裏参（孫同伴日帰り）／盆
次男：奈良市 : s- : 農業手伝様子見家補脩手伝
長女：奈良市 ； 3-4 : 墓参

13 主 ：男72 高齢夫婦 無職 長女：奈良市 ：1回未為：よく電話
妻 ：女 74 無臓 次女：奈良県都祁村 ： 1 : : 々孫同伴／夏休み／よく 電話

＝ 女：大阪府阪南市 ,1 : 同伴／よく 電話

14 父 ：男 79 壮年夫婦＋親 NA  長男： NA  :NA :NA 
主 ：男42 会社員 次男： NA  : N A  : NA  
専 3女 40 無臓 ： ； 

15 主 ： 女 不 明 単 身者 震 長女：奈良県 ： 3-4 : 様子見
： 次女：京都府 2 ：様子見I盆正月

16 主 ：男63 壮年夫婦 農 長女：奈良: 橿原市 ； 3-4 : 様子見／盆正月祭
妻 ：女61 農＋ パート 長男：奈良橿原市 ： 3-4 : 様子見

• 次女：奈良県橿原市 : 3-4 : 様子見

17 i ：女67 三世代家族 無臓＋ヘルパー長女：東京都世田谷区 ： 3-4 : 様子見l盆正月 GW
男 ：男38 中学校穀師 次男：大阪府住吉区 ； 2 : 様子見l盆正月

長男の妻 ； ; 34 小学校敦師 . • : 
孫 ： 1 : 

18 i ：男68 高齢夫碍 無職＋たばこ屋長男：奈良県桜井市 ： 3-4 : 様子見（孫と）
：女63 無職 長女：村内風屋 ：月 1.2回：様子見（孫と）
： 次男 ；奈良市 ： 3-4 汁叢子見（孫と）

19 主 ：男69 高齢夫幌 無職 長女：奈良県五條市 ： s- : 様子見孫の顔見せ（傾も）
専 汝 67 農（自給） 長男：村内上野地 ：月56回：晨菓手伝様子見

20 杢 ：男78 高齢夫婦 農（自給） 長男：奈良市 ： 2 : 様子見l盆正月
妻 ：女73 +壮年夫婦 農（自給） ・
次男 ：男44 関電 ： 
次男の妻 • ：女38 主婦 • 

21 主 ：男75 高齢夫婦 無職 長女：埼玉県本庄 ：月 1 : 病気見冥世話（本人のみ）
妻 ：女68 無職 次女：奈良県五條市 ： 1 : 家族全員で帰省I盆正: 

＝ 女 ：奈良県広陵町 ：月2 : 憬子見ムラの仕事（家 で）

22 主 ：男79 三世代家族 農（自給） 三男：仙台市 : 1回未満：盆
専 女 71 農（自給） 五男＇三重県 2 ；憬子見
長男 男50 大工
次男 男 48 大工
長男の妻 ：女45 農協
長男の次女：女 13 中学生 ： ： 

25 主 ：女73 高齢単身 無職 長女；京都府木津町 ：毎月 ；農菓手伝
： 長男 ：福島市 ： 2 : 憬子見I盆正月

26 主 ：女65 高齢単身 無職 長男 ：東京都 :1回未満；様子見
次男 ：奈良県 ： 3-4 : 憬子見（孫）

27 主 ・男72 高齢夫帰 無職＋晨 長男：奈良市 ：月2 : 様子見（毎月電話）／運休も
妻 ：女70 無職＋農 長女：奈良県桜井市 日 ：様子見

： 次女 ：村内 ： s- : 様子見（息抜き）

28 主 ：男72 三世代家族 無職 長女：大阪市 .I : 自分の用事（孫とだけ）／盆

妻 ：女69 主鳩 ： ： 
次女 ：女40 村役場のケアマオ、 ’ . 

孫 ：女 11 ハI学生 ： 
29 主 ！男65 高齢者核家族 農（自給） 長女 ：奈良県北葛城郡 ； 3-4 : 遊びにI連休盆正月

: 
：女62 民宿 次女 ：村内 ； 5- : 遊びに

男 ・男28 地方公務員 ： ： ： 

31 主 ：男80 高齢者核家族 工事の図面コピー長男 ；村内上野地 ：週1 : 用事（孫と）
賽 ：女80 農（自給） 次男 ：奈良県橿原市 ：月 1 : 墓参用事（孫と）
長女 ：女52 無職（障害者） 次女 ：奈良県宇田郡 ： 2 : 会いに

34 I ：男76 高齢夫婦 無職 四男：村内 ： 5- • 
；女80 寝たきり 五男 ：:a賀県今津市 ： NA :NA 

長次女女 ：：奈島根良県県五條市 ：： 33年年にに11 : : 様様子子見見見賃

35 主 :!I! 62 壮年単身 無職＋農 賽長 ：奈良県県橿原市 ；月10 : NA 

： 次男男 ：：奈奈良良県橿橿原原市市 ,： 2 5- : : 遊遊びびににl（休孫みとの）時

回収率 ./43%(世帯番号01.04、07.12.23.24.30.32.33の9世帯は調査不能）（注）紙数のためK地区については省いた

27 



十
津
川
村
出
身
者
に
よ
る
同
郷
団
体
の
形
成

ー
都
市
移
住
者
と
村
の
関
係
ー

明
治
維
新
の
時
に
は
十
津
川
郷
士
が
京
都
御
所
の
警
備
に

つ
い
て

い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
十
津
川
と
新
政
府
と
の
親
和
的
な
関
係
が
存

在
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
も
あ

っ
て
か
、
明
治
の
初
期
に
も
、
山
深

い
十
津
川
郷
か
ら
東
京
に
遊
学
し
た
り
、
大
阪
に
仕
事
を
得
た
り
す

る
人
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
明
治
の
後
半
か
ら
就
業
や
就
学
の
た
め
、
最
寄
り
の
都
市
に

寄
留
し
、
先
に
出
た
同
郷
人
を
頼
っ
て
、
さ
ら
に
移
住
す
る
人
が
増

え
て
い
っ

た
。
戦
後
に
は
さ
ら
に
多
く
の
十
津
川
出
身
者
が
奈
良
県

及
び
京
阪
神
都
市
圏
に
移
住
し
て
い
っ

た
。
十
津
川
出
身
者
の
多
く

は
郷
土
意
識
が
強
く
、
お
互
い
に
集
い
助
け
合
い
、
そ
の
結
果
と
し

て
、
移
住
先
の
都
市
地
域
で
い
く
つ
も
の
郷
友
会
1
1

同
郷
団
体
が
形

成
さ
れ
て
い
っ

た。

表
ー

6
に
あ
る
よ
う
に

一
八
九
七

（明
治
三
O
)
年
七
月
に
は
、

東
京
に
は
関
東
十
津
川
郷
友
会
が
、
大
阪
に
は
関
西
十
津
川
郷
友
会

が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
両
郷
友
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
見
せ

な
が
ら
、
現
在
ま
で
存
続
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
年
よ
り
一
九
五

五

（昭
和
三
O
)
年
ま
で
か
な
り
厚
い
冊
子
体
の
『
郷
友
会
会
報
』

を
三
0
号
ま
で
出
し
て
い
る
。
『
会
報
』
に
書
か
れ
て
い
る
の
は、

時
節
に
関
す
る
主
張
、
出
身
地
十
津
川
の
由
来
、
出
身
有
力
者
の
紹

介
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
推
測
す
る
と
、
こ
の
二
つ
の
同
郷
団
体

は
、
戦
前
期
ま
で
は
全
体
と
し
て
郷
士
の
流
れ
を
汲
む
「
士
族
」
を

（三）

奈良県十津川村出身者の同郷会(2002年現在）

同郷会名 発足年 結成地 会員数

関東十津川郷友会 明治30年 東京圏 550人
関西十津川郷友会 明治30年 大阪圏 500人
中部十津川郷友会 210人
奈良県北和郷友会 奈良市 600人
奈良県中和郷友会 橿原市 300人
奈良県南和郷友会 五条市 170人
奈良県吉野郷友会 吉野町 65人
新宮郷友会 昭和初期 和歌山県新宮市 200人

表ー 6

北海道新十津川町出身者の同郷会(2000年現在）

同郷会名 発足年 結成地 会員数

札幌新十津川郷友会＊ 昭和 6年 札幌市 300人
さっぽろ吉野会＊ 昭和30年 札幌市
札幌大和会＊ 昭和48年 札幌市
札幌花月会＊ 昭和56年 札幌市 450人
札幌郷友会中央会＊ 平成元年 札幌市 200人
新十津川望郷会深川支部 昭和57年 深川市
新十津川望郷会砂川支部 砂川市

新十津川望郷会留萌支部 平成12年 留萌市 10人
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* 5団体で新十津川望郷会札幌支部を構成

(IO
)
 

中
心
と
し
た
会
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
の
後
期
か
ら
は
、
北

海
道
の
新
十
津
川
町
か
ら
の
東
京
へ
の
移
住
者
も
こ
の
関
東
郷
友
会

に
参
加
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い

っ
た
。
ま
た
、
戦
後
は
新
十
津
川
出

身
者
が
順
次
増
加
し
た
の
で
、
九

0
年
代
に
な

っ
て
新
十
津
川
出
身

者
か
ら
も
役
員
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
新
旧
の
十
津
川
出
身
者
が
共

同
し
て
「
関
東
十
津
川
郷
友
会
」
を
運
営
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

に
至

っ
て
い
る。

表— 7



こ
の
二
つ
の
郷
友
会
の
他
に
、
十
津
川
村
出
身
者
が
比
較
的
多
く

移
住
し
た
奈
良
県
内
の
最
寄
り
の
都
市
で
あ
る
奈
良
市

・
橿
原
市

・

五
条
市

•

吉
野
町
と
和
歌
山
県
新
宮
市
、
名
古
屋
市
で
郷
友
会
を
形

成
し
て
い
る
。
と
く
に
新
宮
市
は
熊
野
川
の
河
口
に
あ
る
都
市
で
、

明
治
中
期
よ
り
筏
流
し
で
特
産
の
木
材
を
取
り
扱
う
都
市
で
あ

っ
た

の
で
、
大
正
時
代
に
は
か
な
り
の
移
住
者
の
蓄
積
を
見
せ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
昭
和
初
期
に
は
す
で
に
郷
友
会
が
形
成
さ

れ
て
い
た
。
戦
後
に
は
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
の
発
達
に
よ
り
、
木
材
関

係
者
も
奈
良
県
中
部
の
五
条
市
や
橿
原
市
、
吉
野
町
と
の
関
連
が
深

ま
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
あ
る
程
度
の
集
住
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
村
内
に
は
高
校
が
一
校
し
か
な
い
た
め
に
、

奈
良
市
な
ど
の
都
市
部
の
高
校
に
進
学
す
る
生
徒
も
か
な
り
に
上
っ

て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
親
睦
や
相
互
扶
助
、
就
業
上
の
協
力

(11) 

か
ら
上
記
の
同
郷
団
体
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
十
津

川
村
在
住
者
と
そ
の
出
身
者
1
1

他
出
者
は
、
家
族
・
親
族
関
係
を
媒

介
に
し
た
交
流
と
、
移
住
者
の
団
体
を
通
じ
た
結
節
、
ま
た
村
行
政

と
団
体
を
通
じ
た
交
流
に
よ
っ
て
、
多
面
的
な
位
相
で
の
関
係
を

持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
九
六

O
（
昭
和
三
五
）
年
頃
か
ら
奈
良
県
の
十
津

川
村
出
身
者
と
北
海
道
の
新
十
津
川
町
出
身
者
が
町
村
行
政
の
音
頭

で
交
流
を
始
め
て
お
り
、
村
で
は
中
学
生
の
新
十
津
川
町
へ
の
派
遣

と
同
町
か
ら
の
村
へ
の
受
け
入
れ
、
婦
人
会
や
青
年
会
の
交
流
な
ど
、

新
旧
の
村
•
町
の
交
流
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
九
一
年
に
は
、

町
で
は
新
十
津
川
開
村
百
周
年
を
記
念
し
て
、
奈
良
県
十
津
川
村
の

中
学
生
全
員
を
新
十
津
川
町
に
招
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
二

0
0
二
年
に
は
十
津
川
村
は
「
村
づ
く
り
」
活
動
の
一

環
と
し
て
、
村
主
催
で
「
全
国
十
津
川
郷
友
会
ふ
る
さ
と
大
会
」
を

開
催
し
た
。
こ
こ
で
は
、
関
東
圏
•
関
西
圏

・

中
部
圏
、
和
歌
山
県

新
宮
市
と
奈
良
県
内
の
諸
都
市
に
あ
る
合
計
八
つ
の
同
郷
団
体
の
役

員
や
会
員
と
新
十
津
川
町
の
代
表
が
一
同
に
会
し
、
三
日
間
に
わ

た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
取
り
組
ま
れ
た
。
ま
た
、
村
の
広
報
で

こ
れ
ら
の
郷
友
会
の
紹
介
が
日
常
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

都
市
移
住
者
と
故
郷
の
村

・
村
民
が
結
節
さ
れ
る
機
会
で
あ
り
、
ま

た
都
市
と
農
村
の
交
流
の
契
機
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ

う
し
て
、
過
疎
の
村
は
、
村
の
活
性
化
・
存
続
の
た
め
に
、
観
光
客

と
し
て
の
都
市
住
民
一
般
だ
け
で
な
く
、
ソ
ー
シ
ア
ル
で
ヒ
ス
ト
リ

カ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も

っ
た
同
郷
人
と
の
関
係
を
深
め
る

仕
掛
け
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

付
言
し
て
お
く
と
、

表
I
7

や
図
—
5

の
よ
う
に
新
十
津
川
町
出

身
者
も
明
治
後
期
よ
り
都
市
へ
の
移
住
を
始
め
、
昭
和
初
期
に
は
札

幌
市
で
か
な
り
大
規
模
な
郷
友
会
を
形
成
し
て
い
る
。
戦
後
に
は
こ

の
札
幌
市
の
郷
友
会
は
新
十
津
川
町
の
出
身
小
学
校
区
域
の
単
位
で

分
化
し
て
、
五
つ
の
同
郷
団
体
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最

寄
り
の
三
つ
の
都
市
で
も
小
規
模
で
は
あ
る
が
同
郷
会
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
新
十
津
川
町
行
政
は
奈
良
の
十
津
川
村
を
「
母
村
」

と
位
置
づ
け
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
（
ル
ー
ツ
ヘ
の
ア
イ
デ
ン
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)0 
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札幌都市圏
東京圏大阪都市圏

テ
ィ
テ
ィ
志
向
）
、
こ

れ
ら
の
郷
友
会
を
頼
る

べ
き
出
身
者
の
会
と
考

え
、
関
東
十
津
川
郷
友

会
を
含
め
て
「
望
郷
会
」

関
係
団
体
と
し
て
位
置

づ
け
、
「
町
お
こ
し
」

事
業
の
一
環
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
・
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い

る。

十津川村関係の同郷団体図ー 5

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
紹
介
し

て
き
た
よ
う
に
、
近
代

に
な
っ
て
き
て
か
ら
の

日
本
の
都
市
と
農
村

（
村
落
）
と
の
間
に
は
、
市
場
の
論
理
や
不
均
等
発
展
、
マ
ス
コ

ミ

な
ど
に
よ
る
都
市
文
化
の
伝
播
の
よ
う
な
関
係
が
貫
徹
す
る
と
と
も

に
、
過
疎
対
策
に
み
ら
れ
る
中
央
政
府
の
財
政
的
な
措
置
に
み
ら
れ

る
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
リ
ッ
ヒ
な
関
係
が
構
築
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一

方
で
、
諸
個
人
や
家
族
・
親
族
の
ソ
ー
シ
ア
ル
な
交
際
や
、
故
郷
を

同
じ
く
す
る
と
い
う
同
郷
的
な
繋
が
り
な
ど
を
媒
体
と
し
て
、
都
市

ー
農
村
関
係
の
相
互
浸
透
の
諸
位
相
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
過
疎
地
域
の
住
民
は
そ
こ
に
住
み
続
け
る

こ
と
が
出
来
、
自
治
体
の
存
続
も
可
能
と
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

と
は
い
え
、
現
在
の
過
疎
地
域
、
中
山
間
地
域
は
縮
減
•
消
滅
の

危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
都
市
と
農

村
の
相
互
浸
透
II
交
流
が
、
現
在
の
過
疎
へ
の
対
応
の
一
側
面
と
は

な
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
も
う
一
方
で
過
疎
脱
却
を
考
慮
に
入
れ
る

と
、
国
家
を
媒
介
に
し
た
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
リ
ッ
ヒ
な
制
度
の
構
築

も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
二

0
0
0年
か
ら
、
条
件
不
利
地
域
の
農
民

に
「
直
接
支
払
」
を
お
こ
な
う
制
度
（
デ
カ
ッ
プ
プ
リ
ン
グ
制
度
）

が
始
ま
っ
た
が
、
こ
れ
は
十
津
川
村
の
よ
う
な
耕
地
が
少
な
い
山
村

に
は
適
用
が
難
し
い
。
国
土
面
積
の
七
割
を
山
地
で
占
め
る
日
本
の

自
然
環
境
の
保
全
を
考
え
る
と
、
山
村
の
荒
廃
は
看
過
で
き
な
い
問

題
で
あ
り
、
新
た
な
枠
組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
地

場
産
業
で
あ
る
林
業
の
崩
壊
状
況
を
い
か
に
再
生
す
る
か
が
、
過
疎

山
村
に
と
っ
て
は
決
定
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
大
野
晃
が

述
べ
る
「
流
域
共
同
管
理
」
の
よ
う
な
発
想
が
過
疎
地
域
に
対
す
る

ソ
ー
シ
ア
ル
な
対
応
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
リ
ッ
ヒ
な
政
策
を
架
橋
す

(l
)
 

る
も
の
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
（
大
野
二

0
0六）。
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註
(
1
)
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
リ
ッ
ヒ
と
ソ
ー
シ
ア
ル
（
ゾ
チ
ア
ー
ル
）
に
つ
い
て

は
、
岩
崎
信
彦
（
岩
崎
、
一
九
八
四
）
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
こ
れ
ら
両

位
相
の
媒
体
と
し
て
は
鯵
坂
（
鯵
坂
、
二

0
0五
）
を
参
照
の
こ
と

(
2
)
な
お
、
島
崎
稔
は
日
本
資
本
主
義
の
特
殊
性
を
指
摘
し
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
「
近
代
都
市
」
と
は
こ
と
な
る
日
本
の
「
都
市
の
論
理
」
か
ら
、
国

家
に
よ
る
都
市
化
と
中
産
的
生
産
者
営
業
者
層
の
特
殊
な
分
解
や
日
本
都

市
の
「
む
ら
」
的
性
格
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
る
（
島

崎
稔
、
一
九
六
九
）
。
ま
た
、
島
崎
は
、
山
田
盛
太
郎
の
「
日
本
資
本
主

義
分
析
」
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
日
本
の
特
殊
性
に
目
を
む
け
、
戦
前
期

の
都
市
形
成
の
地
方
的
差
異
を
、
当
時
の
中
核
的
産
業
で
あ
っ
た
繊
維
工

業
に
お
け
る
都
市
と
農
村
と
の
関
係
の
違
い
か
ら
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ

は
零
細
農
耕
の
補
完
と
し
た
養
蚕
を
基
礎
と
す
る
北
関
東
•
東
北
・
北

陸
、
そ
し
て
京
都
西
陣
の
絹
業
系
統
に
よ
る
都
市
と
農
村
の
「
融
合
」
と
、

外
綿
に
依
存
し
た
南
関
東
・
東
海
か
ら
九
州
に
お
よ
ぷ
綿
業
系
統
に
よ
る

都
市
と
農
村
の
「
分
離
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
都
市
ー
農
村

の
地
帯
編
成
を
取
り
な
が
ら
、
絹
業
系
統
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
農
村
を

「
家
郷
」
と
す
る
都
市
に
お
け
る
出
稼
ぎ
的
労
働
が
存
在
し
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
（
島
崎
、
一
九
七
八
）
。
こ
れ
ら
の
論
考
は
、
農
村
の
地
帯

類
型
や
資
本
主
義
の
発
展
の
程
度
を
配
慮
し
つ
つ
日
本
の
近
代
都
市
の
形

成
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
戦
前
か
ら

戦
後
に
か
け
て
の
日
本
の
重
化
学
工
業
化
を
主
導
し
た
地
域
と
捉
え
る
鶴

見
川
崎
の
調
査
研
究
を
行
う
な
か
で
、
県
人
会
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
郷
土

団
体
」
11

同
郷
団
体
な
ど
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
い
て
お
り
、

都
市
移
住
者
の
農
村
・
出
身
地
域
と
の
関
係
に
よ
る
都
市
ー
農
村
関
係
に

つ
い
て
、
今
後
の
検
討
課
題
だ
と
し
て
い
た
（
島
崎
稔
•
安
原
茂
編
、
一

九
八
七
）
。

(
3
)
筆
者
の
都
市
ー
農
村
論
に
つ
い
て
は
、
鯵
坂
学
（
鯵
坂
、
二

0
0七
近

刊
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
4
)
大
野
晃
に
よ
る
と
高
齢
化
率
が
五

0
％
を
超
え
、
集
落
の
共
同
生
活
の

維
持
が
困
難
に
な
っ
た
地
域
を
「
限
界
集
落
」
と
述
べ
、
同
様
に
高
齢
化

率
が
五
0
％
を
超
え
高
齢
者
向
け
の
医
療
•
福
祉
費
の
増
加
で
財
政
の
維

持
が
難
し
く
な
る
市
町
村
を
「
限
界
自
治
体
」
と
呼
ん
で
い
る
。

(
5
)

一
九
九
八
年
に
も
、
広
島
大
学
の
社
会
学
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
ほ
ぽ
同

じ
調
査
項
目
で
作
木
村
の
住
民
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
な
さ
れ
た

が
、
他
出
家
族
員
の
帰
郷
の
動
向
は
、
一
九
九

0
年
調
査
と
ほ
ぽ
同
じ
傾

向
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
秋
葉
節
夫
•
石
坂
督

規
ほ
か
、
一
九
九
八
）

(
6
)
十
津
川
村
で
は
、
住
民
票
や
選
挙
人
名
簿
の
閲
覧
は
許
可
が
得
ら
れ
ず
、

役
場
か
ら
は
当
該
地
域
の
住
宅
地
図
の
提
供
を
う
け
、
現
地
の
踏
査
に
よ

り
対
象
戸
数
を
確
認
し
た
。
調
査
時
点
で
確
認
で
き
た
戸
数
11
世
帯
数
は
、

T
集
落
で
は
三
五
戸
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
六
世
帯
か
ら
「
世
帯
調
査
」

（
回
収
率
七
四
•
三
％
）
の
回
答
を
得
た
。
ま
た
そ
の
う
ち
の
成
人
六
二

人
を
対
象
に
「
個
人
調
査
」
を
行
い
、
五
四
人
か
ら
回
答
を
得
た
。

K
地

区
で
は
調
査
時
点
で
確
認
で
き
た
戸
数
11
世
帯
数
は
三
九
戸
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
三
三
世
帯
か
ら
「
世
帯
調
査
」
（
回
収
率
八
四
•
六
％
）
の
回

答
を
得
た
。
そ
の
う
ち
の
成
人
八
八
人
に
「
個
人
調
査
」
を
行
い
、
七
六

人
か
ら
の
回
答
を
え
た
。
調
査
不
能
世
帯
の
殆
ど
は
、
留
守
あ
る
い
は
転

居
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
調
査
対
象
者
の
人
数
は
確
定
で
き
な
か
っ
た

が
、
実
際
に
は
成
人
の
住
民
の
七
割
程
度
の
回
答
を
得
た
と
考
え
て
い
る
。

(
7
)
K
地
区
で
は
、
そ
の
家
族
形
態
か
ら
、
回
答
者
の
う
ち
八
世
帯
に
は
他

出
家
族
員
が
お
ら
ず
、
こ
れ
が
「
他
出
家
族
員
」
を
あ
げ
る
人
の
数
を
少
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な
く
し
て
い
る
。

(
8
)
K
地
区
の
三
世
代
家
族
の
他
出
家
族
員
も
か
な
り
頻
繁
に
帰
郷
し
て
い

る
数
値
が
出
て
い
る
が
、
こ
れ
は
母
数
が
少
な
い
た
め
と
、
あ
る
家
族
で

は
高
校
生
の
子
ど
も
た
ち
が
、
帰
省
し
て
く
る
こ
と
、
も
う
―
つ
の
家
族

で
は
村
内
に
息
子
が
い
て
、
日
常
的
に
交
流
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
9
)
こ
れ
ら
の
十
津
川
村
の
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
鯵
坂
学
（
鯵
坂

代

表

二

0
0
1
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(10)
こ
の
二
つ
の
「
郷
友
会
」
は
、
成
田
龍
一
が
取
り
上
げ
て
い
る
長
野
県

の
上
田
郷
友
会
と
似
た
特
徴
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
（
成
田
、
一
九

九
八
）
、
大
正
期
の
こ
ろ
よ
り
の
農
民
か
ら
都
市
労
働
者
に
な
っ
て
い
っ

た
就
業
層
を
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
形
成
さ
れ
た
同
郷
団
体
と
は
、
異

な
る
面
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

(11)
か
つ
て
筆
者
が
お
こ
な
っ
た
全
国
市
区
町
村
調
査
で
は
、
近
畿
地
方
の

中
で
は
奈
良
県
十
津
川
村
は
、
兵
庫
県
の
中
北
部
の
市
町
村
と
と
も
に
、

そ
の
出
身
者
が
移
住
先
の
都
市
で
多
く
の
同
郷
団
体
を
形
成
し
て
い
る
地

域
で
あ
っ
た
（
鯵
坂
、
二

0
0五）。

(12)

こ
の
発
想
は
「
個
別
の
流
域
」
の
み
で
狭
く
と
ら
え
る
と
、
十
津
川
の

よ
う
に
下
流
に
大
き
な
都
市
が
な
い
場
合
は
、
う
ま
く
当
て
は
ま
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
「
流
域
」
は
関
連
し
あ
う
都
市
ー
農
村
（
村
落
）
圏

と
し
て
、
重
層
的
に
認
識
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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